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編集後記
あけましておめでとうございます。昨年も激動の一年となりました。バイデン大統領の就任、東京五輪

の開幕、岸田政権の誕生がありました。そして、なにより新型コロナウイルス感染症による未曽有のパン
デミックが私たちの生活を一変させました。外出時のマスク・検温・消毒はもはや常識で、お店側も感染
症対策が万全でないと営業できません。伏見支部も丸二年ほど支部行事が開催できていません。そのた
め、伏水のネタがありません。早く会員皆さまの元気なお顔を拝見したいです。早く煌びやかな記事で紙
面を賑わせたいです。普段なかなかお会いすることができない会員先生も伏水の発行を楽しみにしてく
ださっているのに、紙面がなかなか整わず申し訳ございません。令和3年12月現在、新型コロナウイルス
感染症は収束傾向にあるものの、新たな変異株も発生しており、いまだ予断を許さない状況にあります。

一日も早い終息と皆さまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

広報委員会では、伏水の表紙写真を募集しています。８月号は京都（伏見）の
夏っぽい写真、１月号は京都（伏見）の冬～春っぽい写真をお寄せください。
皆さまの素敵な写真をお待ちしております。

（広報委員長／岩井 啓治）
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（司会）
あけましておめでとうございます。本日は、令和4年の年
頭にあたって、船越署長と汐瀬支部長に新春対談を行っ
ていただきます。まず初めに、年頭あいさつをお願いします。

年頭あいさつ
（署長）
あけましておめでとうございます。
旧年中は、汐瀬支部長をはじめ、伏見支部の役員並び

に先生方には税務行政全般につきまして、深いご理解と
多大なるご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうござ
いました。
昨年7月の着任以来、伏見支部の先生方には様 な々機
会におきまして、積極的なご支援をいただき、支部と署が
これまで築き上げた良好な協調関係を実感しているとこ
ろでございます。
コロナ禍でのスタートとなった本事務年度におきまして

も、おかげを持ちまして、伏見税務署の事務運営は滞るこ
となく推移しており、重ねて厚く御礼申し上げます。
署といたしましては、まずは、新型コロナウイルス感染症

により多大な影響を受けられた事業者の皆様への税制

上の措置等の適切な対応に職員一同引き続き、取り組ん
でまいりたいと考えております。
また、近年においては、経済社会のグローバル化やＩＣ

Ｔ、ＡＩ化が急速に進展するなど、税務行政を取り巻く環
境は大きく変化しています。新型コロナウイルス感染症の
影響により、円滑な税務行政の執行が難しい状況下に置
きましても、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正
かつ円滑に履行する」という国税庁の使命を果たしていく
ためには、その時 に々おける課税・徴収上の課題に的確に
対応していかなければならず、このためには、「ｅ－スマー
ト確申」のより一層の推進や国際課税への対応などが重
要であり、今後も様 な々施策に取り組んでいく所存でござ
います。
これからも支部と署との緊密な連携協調を更に深めて
いきたいと考えていますので、引き続き支部の先生方のご
支援、ご協力を賜りますようよろしくお願いします。
（支部長）
新年あけましておめでとうございます。
令和3年6月の支部長拝命以来、支部会員のご支援、ご
協力により、会務運営についても署と支部との協調関係に
ついてもここまで順調に推移しております。

これは、これまで伏見支部の諸先輩方が培って
こられた土台の上に成り立っているものであり、厚
く御礼申し上げます。
昨年も、残念ながら様 な々活動において新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けましたが、引き続
き、税理士の社会公共的使命を果たすべく、納税
義務者の適正かつ円滑な申告・納税の支援、研
修受講環境の整備、書面添付制度の普及定着、
租税教育事業の推進など、多くの事業に取り組ん
でいきたいと思います。
これらの事業はいずれも署と税理士との緊密な
連携協調が欠かせないものであり、引き続き署と
の連携・協調関係を維持・発展させていきたいと

考えておりますので、今後ともよろしくお願いするとともに、
このコロナ禍の一日も早い終息を心よりお祈りいたします。

ｅ－Ｔａｘについて
（司会）
はじめに、ｅ－Ｔａｘの利用促進についてお伺いします。

（署長）
伏見支部の先生方には、日頃からｅ－Ｔａｘの普及に

ご尽力いただきありがとうございます。特に、昨年9月に開
催しました「伏見ｅ－Ｔａｘ連絡協議会」においては、ｅ－
Ｔａｘの利用促進について非常に活発な意見交換がで
き、多くの有意義なご意見をいただくことができました。こ
れも、署と支部との良好な協調関係があるからこそである
と感じております。
皆様のご協力により、ｅ－Ｔａｘ申告の利用率は着実に
伸長しております。
しかしながら、伏見署は大阪局管内の税務署の中でも
確定申告期の来署者が多いことで有名であり、更なるご
協力により、ｅ－Ｔａｘの利用促進を図っていきたいと考え
ております。
特に、スマホ申告については、毎年機能も拡大しており、

より便利で利用しやすくなっております。令和3年分の確
定申告からは、スマホ専用画面に、特定口座による株式譲
渡所得が加わるほか、スマホのカメラ機能を利用した源
泉徴収票の読み取りも可能になります。確定申告会場に
来場することなく自宅等から確定申告をすることができ、
納税者の方 の々申告に係る負担感の減少につながるもの

ですので、引き続き、周知・広報に力を入れていきたいと考
えています。
（支部長）
スマホ等で簡単に確定申告ができるよう、機能もさらに
充実してきているのですね。スマホ等を利用して、確定申
告が出来れば、確定申告会場に行く必要もなく、自宅等か
ら確定申告をする方が増えそうですね。
（署長）
はい、我 も々非常に力を入れております。
自宅等からの確定申告をすれば、税務署に来場する手
間を省略できることに加えて、新型コロナウイルスやインフ
ルエンザなどの感染症のリスクも回避することができます。
この意味でもｅ－Ｔａｘの普及・定着は重要であると考え
ています。
所得税のｅ－Ｔａｘの他にも、法人税等の申告の際に

おける添付書類を含めたｅ－Ｔａｘ利用や相続税に係る
ｅ－Ｔａｘ利用のほか、ダイレクト納付や納税証明書のオ
ンライン請求などについても、利用が拡大するよう取り組
んでまいります。
今後とも、ｅ－Ｔａｘの一層の利用促進に向けて、積極
的に広報してまいりたいと思いますので、先生方には引き
続き、周知、広報へのご協力をよろしくお願いいたします。

租税教育について
（司会）
伏見支部では租税教育の推進にも力を入れています

が、租税教室等への取組状況はいかがでしょうか。

伏見税務署長　船越 正則
ふな こし まさ のり

副支部長　中川 秀夫司会者
なか がわ ひで お

伏見支部長　汐瀬 雅彦
しお せ ひこまさ

新春
対談
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（支部長）
次代を担う児童・生徒たちに対して、租税の意義や税
理士の役割を正しく理解してもらい、適正かつ自主的な
納税意識を醸成する意味で、税の専門家としての立場か
ら、租税教育は大変重要であると認識しております。
昨年の7月から12月までの間には、5つの小学校に7名

の税理士を講師派遣するなど、前年に比べ講師の派遣
回数も増えており、支部としても引き続き、租税教育に力
を注いでいるところです。
また、京都すばる高等学校につきましては、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により昨年度は中止となった生
徒の税理士事務所でのインターンシップを今年度は再
開しております。10月に開催した租税教室においては、
講師を3名派遣し、最初に税理士が「主権者として税の
意義と社会のあり方を考える」というテーマで授業を行
いました。
これは、税金について、講師からの一方的な授業では
なく、税金の意義や役割、さらに日本の財政状況を理解
した上で、生徒一人ひとりが主権者として、税金の使い道
やこれからの社会のあり方について考え、最後に模擬選
挙をして政策を決めるという内容で行いました。税理士
の授業の後には、学校の先生による振り返り授業、署の
職員の方を交えたグループワークが行われ、非常に活発
な意見交換があったと聞いております。
（署長）
最初に、今年度も租税教室に積極的に伏見支部の先
生方を派遣していただき、この場をお借りしてお礼を申し
上げます。
国税当局としましても、税について正しく理解してもらう

という租税教育は、大変重要なものであると考えており、
伏見支部の先生方の多大なご協力が得られることを心

強く思っているところです。
京都すばる高等学校については、7年連続で大阪国税

局から「租税教育モデル校」に指定されております。
京都すばる高等学校の租税教室は、生徒自身が「新し

い税」を考えるということを最終目標に行っています。最
初の税理士の先生方の授業があってこそ、次のステップ
の授業ができるということで、非常に重要な部分を担って
いただいていると感じております。
租税教育は、教育者だけが担うものではなく、社会全
体で取り組むべきものであり、京都すばる高等学校の租
税教室は、立場の違う三者が一体となって取り組む、ま
さにモデルケースであると言えると思います。
このような支部と署、学校側が一体となって連携・協
調した租税教育を行っていることについて、国税局からも
大変高い関心と評価をいただいております。
また、今年度は新聞社の取材に加え、新たな試みとし
て、授業風景を撮影し、動画が国税庁動画チャンネルへ
アップされる予定であるなど、引き続き非常に注目を集め
ている取組でもあります。今後もこのような体制の下、充
実した租税教育を実施していきたいと考えております。
（支部長）
租税教室の講師を担当した税理士からは、「楽しかっ

た」、「逆に自分自身が勉強になった」など様々な感想を
聞き、税理士自身も非常にいい経験をさせてもらっている
と感じています。
税金の重要性や税金の使われ方については、小学校、

中学校、高校から社会人までと各段階で伝えていく必要
があります。その上で、社会への関心を持ち、将来どのよ
うな社会を目指すのか、税の授業を通じて、児童・生徒た
ちにそのようなことを伝えることができれば非常に良いと
思います。

今後も署と支部一丸と
なって租税教育に取り組ん
でいる今の体制を維持・発
展していければと思います。

確定申告について
（司会）
次に、間もなく令和3年分

の所得税・消費税等の確定
申告期を迎えることになりま
すがいかがでしょうか。
（署長）
今年も、伏見支部の先生
方には地区相談会場におけ
る申告相談を行っていただ
くことになっておりますが、例
年、大変多くの納税者の方
が来場され、先生方にはご
負担をお掛けすることになりますが、本年も引き続きご協
力をよろしくお願いいたします。
また、今年も、地区相談会場や伏見税務署の確定申
告会場において、新型コロナウイルスやインフルエンザな
どの感染症対策を徹底して実施することとしております。
更に相談会場で受付を済ませた後、スマホでのｅ－Ｔａｘ
が可能な納税者の方には「スマホコーナー」で相談を受
け、ご自身のスマホによる確定申告書の作成・送信を積極
的に行っていただくこととする予定です。
（支部長）
新型コロナウイルス感染症が完全に終息していない

中、インフルエンザの流行も重なる時期であり、感染症対
策は極めて重要ですね。スマホ申告の推進は、申告会場
が混雑し、密になることを防ぐことにつながり、感染症対
策にもなりますね。
（署長）
そうですね。何と言っても、一番の感染症対策は、税務
署に来場することなく、自宅等から確定申告をしていただ
くことであると考えています。先程もお話ししたとおり、ｅ－
Ｔａｘの利便性は向上していますので、ぜひともそちらを
ご利用いただきたいと思います。毎年、税務署に来場し
て、確定申告を行っている方も多いですが、感染症対策
の観点からも、是非とも今年からは自宅等からの確定申
告をご検討いただければと思います。
当署としましては、今後も支部の先生方と連絡・協力を
密にして一丸となって確定申告に取り組み、国民の皆様
の信頼に応えるべく親切・丁寧な対応を心掛けていきた
いと考えております。
（支部長）
確定申告の時期は、署におかれましても、また我々税
理士にとっても繁忙期となります。
署と協力しながら、親切・丁寧な対応を心がけ、伏見

支部会員が一丸となって努力してまいりますので、よろし
くお願いいたします。

インボイス制度について
（司会）
最後に、令和5年10月1日から導入されるインボイス制
度についてはどのようにお考えでしょうか。
（署長）
インボイスを交付する事業者となるためには、事前に
登録申請を行う必要があり、その登録申請が既に昨年の
10月1日から受付を開始しております。
税務署といたしましても、この消費税の大きな制度改
正の円滑かつ適切な導入に向けて、説明会の開催やパ
ンフレットの配布などによる周知・広報、また、個別の相談
等に丁寧に対応していきたいと考えております。
（支部長）
そうですね。まずは事業者がインボイス制度の概要や
消費税の仕組みを十分に理解した上で、適格請求書発
行事業者としての登録の要否を判断する必要があります
ね。私たちも今後も顧問先に対して、丁寧な説明を行っ
ていく必要があると感じております。
（署長）
ありがとうございます。先ほども申し上げましたが、イン
ボイス制度の導入は消費税の大きな制度改正です。業種
によっては、消費税納税額に大きな影響が出る可能性が
あるため、早めの事前対策が必要です。しかしながら、イン
ボイス制度の円滑かつ適切な導入は私どもの力だけでは
到底なし得ることはできないので、これからも署と支部が
協力して進めていきたいと考えておりますので、どうか引き
続きご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
（司会）
本日は、大変お忙しい中、ありがとうございました。
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支部活動報告

支部役員会
  3.  9.10 第３回役員会 伏見納税協会 出席者数17人

１．第4回役員会日程に関する件（承認）
２．令和3年12月合同委員会の日程に関する件（承

認）
３．新年研修会・意見交換会の日程等に関する件

（承認）
４．伏見支部Zoomアカウント取得等に関する件（承

認）
５．本年度支部旅行に関する件（承認）
６．令和3年分確定申告期における無料相談に関す

る件（承認）
７．緊急事態宣言下における研修会開催に関する件

（承認）
８．本会・理事会報告
９．各委員会報告

  3.12.  9 第4回役員会 京都税理士会館 出席者数28人
１．令和3年分確申期における地区相談割当等に関

する件（承認）
２．新年研修会、意見交換会に関する件（承認）
３．次回以降の支部役員会・合同委員会の日程に関

する件（承認）
４．本会・理事会報告
５．各委員会報告

伏見e-Tax連絡協議会
  3.  9.29 伏見e-tax連絡協議会意見交換会

出席者数（署6人・支部5人・協会1人）
１．令和2年度におけるe-Taxの利用状況等について
２．令和2年度の取組実績等 
３．令和3年度の取組方針 （案）
４．その他

税務署・支部懇談会
  3.10.19 第４回 伏見税務署 議長 署長 

出席者数（署10人・支部11人）
１．「税を考える週間」行事について
２．租税教室の開催について
３．確定申告期における外部相談会場の日程等につ

いて
４．相続税e-Taxの利用促進について
５．インボイス制度について

６．当面の諸問題について懇談
  3.12.10 第５回 伏見税務署 議長 支部長 

出席者数（署10人・支部13人）
１．｢e-Tax｣の利用拡大について
２．書面添付制度について
３．令和3年度分確定申告期の地区相談会について
４．当面の諸問題および連絡事項

研修委員会
  3.  7.15　

京都市立桃山小学校「租税教室」の講師に支部会
員から１人を派遣した。　

  3.  9.15 第１回研修会 出席者数73人
テーマ　「いよいよ始まるインボイス制度の登録申請

～その仕組みと最新情報～」
講　師　税理士　金井　恵美子　氏　
会　場　呉竹文化センター

  3.10.  1
京都府立京都すばる高等学校「租税教室」の講師に
支部会員から１人を派遣した。　

  3.10.  5 第２回研修会 出席者数58人
テーマ　「消費税を巡る諸問題と留意点」
講　師　税理士　内川　毅彦　氏
会　場　京都税理士会館

  3.10.11～12
京都府立京都すばる高等学校「租税教室」の講師に
支部会員から１人を派遣した。　

  3.10.28　
京都市立池田小学校「租税教室」の講師に支部会
員から１人を派遣した。　

  3.11.  2 第３回研修会 出席者数54人
テーマ　「（売主が個人である場合の）『取引相場の

ない株式の税務上の適正譲渡価額』【資産
課税課情報第22号の確認も含めて】」

講　師　税理士　笹岡　宏保　氏
会　場　京都税理士会館

  3.11.  4
京都市立日野小学校「租税教室」の講師に支部会員
から１人を派遣した。　

  3.11.30
京都市立羽束師小学校「租税教室」の講師に支部
会員から１人を派遣した。　

  3.12.  6　
京都市立羽束師小学校「租税教室」の講師に支部
会員から１人を派遣した。　

  3.12.  9 第４回研修会 出席者数43人
テーマ　「コロナ後の中小企業再生支援について」
講　師　京都府再生支援協議会統括責任者

中西　宏介　氏　
会　場　京都税理士会館

  3.12.17　
京都市立竹田小学校「租税教室」の講師に支部会
員から２人を派遣した。　

税務支援対策委員会
  3.  9.  7　　　　

近畿税理士会の支部税対担当者ウェブ会議に担当
副支部長が参加し、情報の収集を行った。

  3.  9.  9　　　　
支部連から京都税務相談センター相談担当者割当
の依頼につき担当税理士を8人選任し、支部連へ通
知した。

  3.  9.18　　　　
近畿税理士会に記帳指導担当税理士8人を選任し
報告した。

  3.10.  3　　　　
令和3年度記帳指導に関する打合せ会を署において
開催した。
伏見税務署　副署長他2人
副支部長、委員長、担当税理士7人出席

（於：伏見税務署会議室）
  3.10.14　　　　

税務相談独自事業での機材リースについて、納税協
会と打合せを行った。

  3.10.15　　　　
税務相談独自事業での署との連携について、伏見税
務署と打合せを行った。

  3.10.29　　　　
近畿税理士会に令和3年度確定申告相談会の実施
計画を送付した。

  3.11.  9　　　　
令和3年度記帳指導に関する説明会を開催した。

広報委員会
  3.  8.25

支部報「伏水」第80号を発行した。
  3.  9.  2 第５回委員会 ＷＥＢ会議 出席者数６人

１．支部報「伏水」第81号の打ち合わせ
２．その他当面の諸問題について

  3.10.22
インターンシップ報告会に出席した。
京都府立京都すばる高等学校
出席者数 京都府立京都すばる高等学校8人（うち生徒6人）

伏見支部６人
  3.11.18 第６回委員会 ＷＥＢ会議 出席者数５人

１．支部報「伏水」第81号の打ち合わせ
２．その他当面の諸問題について

  3.12.  3 第７回委員会 ＷＥＢ会議 出席者数５人
１．支部報「伏水」第81号の打ち合わせ
２．その他当面の諸問題について

厚生委員会
コロナ禍のため委員会等について開催していません
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楠 野  理 史
（ 正 会 員 ）

くす の まさ し

皆様、はじめまして。この度伏見支部へ入会させていただきました楠野理史と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

私は、大学院卒業後監査法人にて公認会計士としてキャリアをスタートさせ、法定監査業務を

はじめIPO、各種コンサル業務を行ってまいりました。より企業の身近で長きにわたりサポートする

存在でありたいという思いから、2021年9月に監査法人を退職するとともに税理士登録、10月に

事務所を開設いたしました。税理士登録をおこなったばかりですが、日 自々己研鑽に努めながら

企業、個人事業主をサポートしていきたいと考えております。

趣味は、ゴルフと筋トレです（二児の父であるため、十分な時間を割くことはできていません

が。）。ゴルフにつきましては、社会人１年目からはじめたので、ゴルフクラブ購入から10年ほどが

経ちます。なかなか思うようなラウンドができずにいまして、何度もやめようと考えたこともあります

が、今日までなんとか続けてきました。父、義父共にゴルフをするので、二人がゴルファーとして現

役である間に、一度は勝つことを目標にしています。幸い妻は義父の影響もあり週末ゴルフに出か

けることに寛容であるため、環境が変わらないうちに目標達成したいと思います。

筋トレにつきましては、独立開業を機に規則正しい生活と子供たちの遊び相手になるだけの基

礎体力を養うため（二人の子を抱っこし続けるのはかなり辛いです。）、24時間営業しているジム

に入会し、朝5時半からトレーニングをしております。サラリーマン時代は仕事に追われ、最近では

テレワークが進んだこともあり運動が疎かになっていましたが、これからは健康を維持するために

も継続していきたいと思います。もともと海外ドラマの影響もありはじめた朝活ですが、新たな体験

により得られる知識、経験から充実した日を過ごすことができています。これからも、チャレンジ精

神を忘れずに何事にも取り組んでいきたいと思います。

最後になりますが、この度厚生委員会の職を拝命いたしました。コロナ禍ですのでどこまで活動

できるか不透明なところはありますが、活動再開できた暁には微力ながら伏見支部の活動に貢献

できるよう精一杯頑張ってまいります。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願いいたします。

新入会員紹
介

支部会員の異動（令和3年7月～令和3年11月）
 異動理由 氏名 事務所所在地 電話番号 FAX番号
正会員 入会（開業） 宇代　徹 向島津田町137番地12 070-1800-0102

 事務所 片岡　徹也 醍醐中山町21-2アメニティ醍醐206号室 

 入会（開業） 楠野　理史 桃山羽柴長吉東町64番地2 090-3168-9569

 FAX番号変更 中川　秀夫   050-4462-2537

正会員 146人、準会員 11人、法人会員 11社（令和3年11月30日現在）
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年男・年女など年齢にもいろいろ
四季折々の行事で年齢がでると、

それは数え歳か、満年齢かなと迷うこ
とがある。そんな日常での夫婦の会
話。「〇〇ちゃん（＝娘）の十三まい
りって、幾つで行ったン？」と尋ねる

と、「数えの13」、更に続けて「七五三は？」と。「数えや」と
なり、話しが弾む。家内のお陰ではあるが、子供達にはし
きたり等経験させることができたのであろう。
さて、「幾つでやるのか」だが、これは、伝統はともかく

も、ライフスタイルの変化で、どんどん変わっていくのであ
ろう。現に「七五三」は「年齢・時期」に変化があるようだ。
年齢の一番の難問は、小学校入学に際して「早生ま

れ」、「遅生まれ」の言い方がある。「ええっ？」と思うことが
あった。今回、学校教育法を確認したところ、理解した。こ
れならば、孫にいつ聞かれても応えられる。やれやれ満足
な日であった。

新年明けましておめでとうござい
ます。
今年で5回目の年男を迎えることと

なりました。
子供の頃60歳といえば、お爺ちゃ

んという印象でしたが、自分がその年
を迎えるとは。
テニスの仲間で会があり、会の中では私が一番若く、そ
のメンバーが還暦を迎えると、赤いちゃんちゃんこを着て
お祝いをしてきました。当初私は30歳台でしたので、遠い
先の事と思っていたのが、とうとう自分の順番に。代々、着
た者が大切に保管をして、次の者に渡す事となっていま
すが、渡す者がいません。赤いちゃんちゃんこは、「赤ちゃ
んに戻る、赤は厄除け魔除け」という意味から着る風習が
ある様です。
この機会に、気持ちを新たに切り替えて、赤いちゃん
ちゃんこに守られながら、残りの人生を元気で楽しく過ご

して行きたいと思います。
皆様本年もどうぞ宜しくお願い致します。

当年36歳になる年男ということで
原稿執筆の機会を頂戴し、何を書こ
うか考えている10月に祖母が他界い
たしました。通夜の際のお坊さんのお
言葉がとても印象的でしたので、紹
介させて頂ければと思います。

祖母は他界前に長年会えていなかった親戚や友人と
会うことが出来ました。また、最期も家族に見守られなが
ら息を引き取りました。
これを受けてお坊さんは「このような最期を迎えること
が出来ることはとても珍しく幸せなことで、生前にしっかり
徳を積まれ、真っ当に生きてこられたからこその最期です
わ。チャランポランな人生送ってこんな最期ありません
わ。」と仰いました。
お恥ずかしながら、このお坊さんのお言葉が妙に心に
響いてしまったのです。
周りの方からの評価はさておき、チャランポランに生き

ている自覚もなく、また、36歳という年齢でまだ最期を意
識することもありませんが、自身も祖母のような最期を迎
えられるよう、この先の人生を真っ当に生きて行きたいと
思います。
今年も宜しくお願い申し上げます。

年 男 年 女
せり が の みのる

芹ヶ野実

あさ だ よし ひろ

浅田芳弘

なか にし たか まさ

中西剛正
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インターンシップ事業 広報委員会
インターンシップ受入：令和3年7月29日～30日
インターンシップ報告会：令和3年10月22日

インターンシップ事業に初参加
京都府立京都すばる高等学校で開催されている令和3年7月29日～30日のインター

ンシップ受入及び10月22日のインターンシップ報告会に参加しました。
京都すばる高校から女子生徒2人を受け入れましたが、弊所がインターンシップ事業に
参加するのは初めてのことですので、何から始めてよいか分かりません。とりあえず、諸先
輩先生に伺ったところ、新人研修のような形で始めればよいとのことでした。最初に生徒
さんと面談しましたが、公認会計士志望やコンサルタント志望など将来の就職のことを考
えて参加していることを知り大変感心しました。インターンシップ期間中は、記帳代行業務
をお願いしましたが、とても意欲的に取り組んでいただきました。
インターンシップ報告会では、生徒さんから多くの質問をいただきました。なかでも「公
認会計士と税理士はどう違うの？」はよく聞かれる質問ですが、いつも回答に悩みます。な
ぜなら、「似ているようで全然違う」からです。自分の体験談を交えて説明しましたが上手
く伝わったでしょうか。
若い世代の意見や考え方に触れることができて、こちらも良い刺激になりました。来年度もよろしくお願いします。

いわ い けい じ

岩井 啓治

京都すばる高校インターンシップの受入れ体験談
今回、京都すばる高校さんより3人の学生さんを受け入れ、インターンシップを行いました。
1日目は、大まかな税理士事務所の仕事内容や年間スケジュールについて、また税金の
種類や入社してすぐの仕事内容を学んでいただきました。2日目は、お弁当屋さんの経営
者になり財務会計シミュレーションゲームや、実務的な会計研修、また実際にお客様の資
料を用いて入力体験をしていただきました。1日目は受動的なプログラムが多く学生さん
に緊張も見られましたが、2日目は弊社の若手社員とともにワークや入力体験を通して、
学校の授業で勉強していることを活かしつつ、和やかな雰囲気で取り組んでいただけまし
た。学生さんからは、お弁当屋さん財務会計シミュレーションゲームが一番印象に残って
いるというお声もいただき、税理士事務所の仕事内容や職場の雰囲気を理解していただ
けたのではないかと思います。
弊社の社員にとっても良い勉強となり、このような良い機会をいただき、ありがとうござ

いました。

インターンシップ生を受け入れて
京都府立京都すばる高等学校からのインターンシップ生を今年は1人受入をさせてい

ただきました。毎年、税理士事務所の新人教育に利用する教材を用いて会計事務所の業
務の説明をしておりましたが、今年は実地の入力業務を行っていただきながら、その対象
月の翌月入力をAIがほぼ判断し作成する事を見ていただきました。入力業務の大変さとAI
を活用したこれからの事務所業務の両方を見ていただくことで、その内容の変化を実感し
ていただけたと思います。生徒さんは大学進学後に会計に関わる仕事を希望しておられま
したが、これからの会計業務で大切な判断業務の重要性を感じていただけたと思います。
うちの事務所では毎年、「今年はどんな生徒さんが来るのだろう？」と楽しみにしてお

り、今年はうちに来られた卒業生が京都すばる高校で教職員として採用されているという
嬉しい再会もあったりしました。少しですが、教諭先生方の嬉しさが分かったような気が
します。
不安と希望にあふれた高校3年生と話す機会は、自分にとっても良い刺激になります。また機会があれば来年もお
願いいたします。

楽しかったインターンシップ
東京オリンピックの開催中の令和3年7月29日～30日、京都すばる高校の3年生2人を

インターンシップに迎えました。
当事務所では、過去にも何度か京都すばる高校からインターンシップを迎えています
が、毎回どの生徒さんも礼儀正しく、将来をしっかり見据えており受け入れる側にとっても
いい刺激となります。
2日間にわたり、実務的な会計ソフトの操作方法、確定申告書の作成等に取り組んでも

らいました。緊張しながらも、熱心に課題に取り組んでくれている姿が印象的でした。
「元気に挨拶をする」「わからないことはしっかりと質問する」という基本的で大切なこ
とが当たり前にできる姿勢には、私たちも改めて身が引き締まる思いでした。
今後色んな経験をして、彼らがどのような進路を選択するかはわかりませんが、この2日
間が将来に少しでも役立てば幸いです。
経験したことに自信を持って、これからも好奇心と探求心を持って頑張って欲しいです。

にい み かず や

新見 和也

さか ぐち みゆ え

坂口 由美枝
い そ ずみ ゆたか

五十棲 裕

岩井会計事務所 京都あおい税理士法人

税理士法人京都経営ネットワーク税理士法人京都経営

インターンシップを終えての報告会（於：京都府立京都すばる高等学校マーケティング実習室）



研修委員会

令和3年10月1日に京都府立京都すばる高等学校起業創造
科1年生28人を対象に租税教室を実施しました。
担当教諭の井筒先生は租税教育に非常に熱心な方で、また、
毎年インターンシップを希望している学校でもあり、私自身ちょっ
と気合が入っていました。
今回は、コロナ禍でもありグループディスカッションはやめて、2
部構成で実施することとしました。
1部は私による講義を25分間（課税所得とは・脱税・節税・国

の歳入歳出などについて）、2部は村田先生にMCになっていただ
き、税理士4人によるフリートーキングを20分間行い、税理士業
の魅力や税理士試験を何回受けて合格できたかなどを発表し、最後には生徒の方から、「私たち若い世代に求めていること
は何ですか？」と質問され、それぞれ思いの丈を熱く語りました。
租税教室の講師体験は、脳の刺激や柔軟性に効果てきめんで、また、自分にもこんなPureな時代？があったのだなあと

あらためて元気をもらいました。
これからも機会があればどんどんやってみたいと思っています。

租税教室　京都すばる高校 講師 松原 菊夫
おきくまつ ばら

令和3年10月11日～12日、京都府立京都すばる高等学校にて租税教室を実施
した。京都すばる高校「起業創造科」の課題は、「簿記会計を学び、世の中を動かすリ
アルなお金の仕組みを知る」ことであった。税金の申告は、簿記会計の知識・技術が
土台となる。貸借二重記入仕訳、元帳転記という技術的手法により、事業活動を記
録計算し、決算書・申告書を作成、関係者に報告する。税理士にとって欠くことのでき
ない大切な道具だ。日々手入れを怠らず、世のため、人のために貢献したい。

ドイツの文豪ゲーテは「商売をやってゆくのに、広い視野を与えてくれるのは、複式簿記による整理だ。整理されてい
ればいつでも全体が見渡される。細かしいことでまごまごする必要がなくなる。複式簿記が商人に与えてくれる利益は
計り知れない。」と称賛している。「ヴィルヘルム・マイスターの修行時代（上）」（岩波文庫54～55頁）。ゲーテはワイマール公国の財務
顧問として逼迫した財政の立て直しに貢献した。このときに複式簿記の素晴らしさを実感したのだと思う。ゲーテは、
「明るくいきいきと生きた」人生の達人。新型コロナ感染症で苦しんでいる今、ゲーテの詩を閑かに声を出して読んでみ
たいものです。
神よりうけた、自由な生き方／人世の万事、しあわせを増す
くよくよするな、へしゃげるな／足どりはやく、生きぬく生涯
「ゲーテからの贈り物」（小塩節訳編2021.10青蛾書房）38～39頁

租税教室　京都すばる高校
簿記会計は、税理士の大切な道具

講師 須藤 弘
ひろしす どう

令和3年11月4日に6年生の2クラスで、「税金ってなんだろう」をテーマに、租税教室を行いました。
DVDで《税金がなくなった世界》を視聴した後に、配布したプリントで火事・ゴミ・けが人・交番等税金がないときにどう

なるのかを、児童の皆さんに答えてもらいました。DVDのアニメの内容が印象に残ったのではないかと思いました。
次に、小学校に入学してから高校を卒業するまでに1人1千万円の教育費（税金）が掛かり、10人でおよそ1億円以上の
教育費が掛かるという説明をしましたが、その際に模擬紙幣を披露しました。児童も担任の先生も興味津々でした。模擬
紙幣とはいえ、1億円（1千万円の束が10束）を圧巻な様子で見入っていました。
最後に「税金はみんながちからを合わせて良い社会をつくるために必要である」ことを説明して終わりました。
児童の皆さんに税金に対する関心を持ってもらえたのではないかと思いました。

租税教室　日野小学校 講師 樋爪 利行
ゆきとしひ づめ

こま

しづ

じん せ
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令和3年9月15日呉竹文化センターにおいて金井恵美子先生を講師にお招きして研修が開催されました。コ
ロナ禍において研修を開催すべきか検討され、会場のガイドラインに沿って感染対策をしっかりとしたうえで開
催しようという判断で実施しました。人気講師の金井先生の研修ということもあり受講人数も多かったのです
が会場がとても広く十分なソーシャルディスタンスを取って受
講することができました。　
いよいよ今年10月1日から登録申請開始、令和5年10月1日
からインボイス制度が始まります。金井先生からは、「単に仕入
税額控除の方式が変わるというようなものではなく、消費税全
体の構造が変わるという消費税始まって以来の大改革であり、
売り手・買い手の立場でそれぞれやることがあります」というお
話から始まりあっという間の2時間半の講義でした。
インボイス制度の研修でしたが、合わせてこの機会にデジタ
ル化にどう対応していくか、当然我々税理士も対応していかな
ければならないし顧問先への指導力も問われてくるだろうなと
感じました。各ベンダーは来年の秋にはシステム対応するよう
準備されているようです。取引から帳簿作成までシームレスにな
る時代はもうすぐそこに来ています。しっかりとした準備と対応
をしていきたいと思います。

令和3年9月15日　講師／金井 恵美子 先生
いよいよ始まるインボイス制度の登録申請～その仕組みと最新情報～

研修報告 研修委員会

角谷 雅子
すみ や まさ こ

第１回 令和３年11月２日　講師／笹岡 宏保 先生
取引相場のない株式の税務上の適正譲渡価額

須藤 弘
す どう ひろし

第3回

令和3年10月5日京都税理士会館にて、内川毅彦先生を講師にお迎えし「消費税を巡る諸問題と留意点」の
研修が開催されました。
令和元年10月の消費税率の引き上げ・軽減税率制度の導入から早くも丸二年を迎え、開催月は令和5年10

月からのインボイス制度導入に向け登録申請書の受付が開始
された直後ということもあり、皆さんの関心も非常に高かったよ
うに思います。
内川先生は税理士業と並行して福井県立大学で講師も務め

られており、大変分かりやすい資料とテンポ良い口調に感心し、
自身が学生の頃もっと授業を真剣に聞いておけば良かったなど
と今更なことをつくづく感じました。
改めてインボイス制度の確認はもちろん、『課税売上割合に
準ずる割合の適用承認申請』の提出時期の改正については少
しあやふやになっていたので確認出来てよかったです。具体的
な判例を挙げてのお話は理解しやすく、より記憶にも残るよう
に感じます。
久しぶりの京都税理士会館で対面での研修に参加でき嬉し

く思います。ウェブや通信の研修は場所や時間にとらわれず参
加でき長所も多いですが、やはり講師や出席者の熱量が感じら
れる対面研修の良さを改めて感じました。　

令和３年10月５日　講師／内川 毅彦 先生
消費税を巡る諸問題と留意点

村田 裕人
むら た ひろ と

第2回

伏見支部第3回研修会が11月2日（火）京都税理士会館ホールで開催された。

テーマは「取引相場のない株式の税務上の適正譲渡価額」。講師は笹岡宏保税理士、伏見支部研修会でお

馴染みの先生。具体的事例を交えたわかりやすい講義。充実した3時間の研修会であった。印象に残ったこと

は次の三つ。

１．我々税理士の顧問先の会社は大半取引相場のない株式。社長から個人所有の株式を会社に譲渡する場

合、税務上の譲渡価額をいくらにすればいいか、と聞かれた。純資産価額方式、類似業種比準価額方式又

は配当還元価額方式による金額か。

２．答えは、所得税法第59条1項（法人に対する低額譲渡）、通達59－6（株式等を贈与等した場合の「その

時における価額」）により、譲渡直前の所有者にとっての価値により計算した時価だ。譲渡後の状況で判定

するのではない。相続贈与と適用場面が異なる。

３．「その時における価額」が、令和2年8月所得税基本通達の一部改正により明確化された。同年9月資産課

税課情報第22号により取扱いが「整理」された。今後はこの点に留意することが肝要となる。テキスト25

～36頁を熟読したい。24頁の三審比較も。
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ちょこっと

かわら版
第8回

ちょこっと

かわら版
第8回 『旅行記』『旅行記』ちょこっと

さかぐち み えゆ私のゆるゆる登山日記

日帰りハイキングの経験はあれども、登山なんて体
力のある限られた人がやること、ましてや山（小屋）に
泊まるなんて想像つかへん…、心底そう思っていた私
でしたが、令和２年の夏ひょんなことから機会を頂き、
白山に登りました。
登山の道中は、「フルマラソンなんかよりずっと楽や

から大丈夫！」と誘いの言葉を鵜吞みにした自分と日
頃の運動不足をこっぴどく後悔したものの、登ってしま
えば、山頂から眺める景色や彩りは今まで経験したこ
とのない感動と充実感を与えてくれました。
白山で味わった高揚感が忘れられず私の（へなちょ

こでゆる～い）山ブームは続き、翌年令和3年７月には
北アルプス燕岳に登りました。選んだ合戦尾根ルート

は整備された登山道を約６km、時間にして約5時間
半で山頂に辿り着くことが出来るため、初心者にも挑
戦しやすいと言われています。
「北アルプスの女王」と称される花崗岩の美しい山
肌と奇岩の数々、コマクサに代表される可憐で逞しい
高山植物、100年の歴史を持つ山小屋「燕山荘」での
宿泊、同じ目線で眺める壮大な北アルプスの山々…。
どれもが、人々が山に登りたがる理由をほんの少しだ
け私に教えてくれたような気がしました。
そして令和３年10月、白山と並ぶ日本三霊山の一つ
立山連峰の雄山に登るべく黒部立山に行ってきまし
た。今回は信濃大町に前泊し、翌朝扇沢駅からアルペ
ンルートに入り黒部ダムを経由、雄山に登頂後室堂で 一泊し、３日目に弥陀ヶ原を散策後立山駅へ下りる旅

順でした。台風一過ということもあり、雲一つない晴天
に恵まれた３日間となりました。
11時頃に室堂を出発、まずは中間地点一の越を目
指します。息を切らしながらもどんどんひらけていく景
色と青空にテンションは上がり、1時間足らずで到着。
一の越からの景色も素晴らしかったです。弱音を吐き
だした娘を登頂後のココアとお菓子で言いくるめ、本
格的な岩場を登り進めること約１時間…。（この岩場
が本当に怖かったです。）ひらけた視界の先に飛び込ん
できた雄山神社の鳥居と岩場に鎮座した峰本社。思

わず息を呑むほどの美しさでした。古来より日本各地
には山をご神体とする「山岳信仰」が根付いているそう
です。それまで「山岳信仰」という言葉すら馴染みのな
かった私ですが、その圧倒的な存在感を放つ山の雄姿
には「神 し々い」という言葉がぴったりだと思いました。
健康と運動不足解消のためにも、しっかり計画と準
備をした上で、無理なく楽しい登山を続けることが目
標です。ご一緒してくださる方がいれば是非お声がけ
下さい！

坂口 由美枝

白山の夕日（令和2年8月） 燕岳（令和3年7月）

燕岳のイルカ岩（令和3年7月） 雄山神社（令和3年10月）

立山室堂（令和3年10月）
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